
国語科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

 ①課題設定や探究方法の創造を行うために必要な、論理的思考の基礎力 

  ◇他者の考えを理解する力 

  ◇自分の考えを表現する力 

  ◇自分の考えの道筋を振り返り、他の作品やことがらに応用する力 

 ②協議に必要なコミュニケーションの基礎力 

  ◇共有している認識を確認し、応用し発展させる力 

◇個人の知識を他者と共有し認める力 

 

２．小論文指導 

  ◇自分の考えを表現する力 

  ◇共有している認識を確認し、応用し発展させる力 

・読書レポートや懸賞論文、長期休業中の「新書レポート」など生徒の成長度合いにあわせて、各

年次で取り組む。生徒への提示のしかたや提出のしかた、その後の活用は各年次に任すが、小論

文対策につながるように生徒保管を徹底する。 

 

３．「山月記」「こころ」「舞姫」などの生徒発表型授業 

◇他者の考えを理解する力 

  ◇自分の考えを表現する力 

◇共有している認識を確認し、応用し発展させる力 

◇個人の知識を他者と共有し認める力 

・教材を共有しつつ、本校での実践例を参考にしてプレゼンテーション授業を展開する。 

 

４．ルーブリック自己評価の活用 

  ◇自分の考えの道筋を振り返り、他の事象に応用する力 

・指導と評価を一体化し、メタ認知による創造的・論理的思考を高める。 

 

５．今後の取組 

  〇社会とつながりを持った思考やそれに必要なスキルの育成に取り組む。 

  〇非言語型表現を教材に取り入れ、生徒の理解や表現技法の育成に取り組む。 

〇新学習新指導要領、新傾向の入試に対応した授業や考査の作成を研究する。 

  〇ルーブリック自己評価を活用する。 

  〇ICT を活用した動画やリモート授業の研究を進める。 

〇考査については、思考が深まる作問を行う。 

 

  



地歴・公民科 学習スタンダード 

 

＜地歴・公民科が生徒に身に付けさせたい３つの力(理想の生徒像)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

多面的・多角的に考え、自分

なりの考えを作っていく力 

学んだことを活用し、解決策

を考える力 

能動的に課題に取り組み、 

協働的に考えを進める力 

探究的な問い 

ICT の活用 

ふりかえり 

（自己評価） 



数学科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

①課題解決のために必要な実践力 

  ◇環境、状況を把握し、プライオリティ（優先順位）を意識してセルフコントロールする力 

  ◇前向きに取り組める自己指導力 

 ②課題解決に必要なコミュニケーション力 

  ◇自分の考え、根拠を説明する力 

◇他者の考えを理解する力 

③課題解決のために必要な論理的思考力 

  ◇教科書の公式や解法を先人の取り組みとして正しく理解する力（道具） 

  ◇目的、視点、見通し、手法のスモールステップを理解する力（使い方） 

 

２．自然科学を扱う教科・科目として 

  〇驚きと発見を体感させる。 

〇課題発見・解決方法や論理的思考力を養う展開とする。 

〇公式等を通して先人の業績を理解することで、問題解決の仕方を学ばせる。 

〇数学が多くの自然科学の発達の礎になっていることから、社会に貢献しようとする姿勢を養う。 

〇知識の構造化、様々な答えを引き出す問いの工夫により、作業（記憶）的な学習形態ではなく、

思考がアクティブな学習形態（思考の広がり・深化）として展開する。 

  〇コミュニケーション力を養うことを意識して、場合によってグループ協議の形態を取り入れる。 

 

３．今後の取組 

  〇取り組みに対する評価方法を充実させる。 

〇教師評価、生徒自己評価に基づいた目標設定、授業展開を行う。 

  〇時限目標、チェック表や評価表は、具体性（イメージしやすい＝説明不要）をもたせる。 

  〇ルーブリック自己評価を活用する。 

  〇考査については、思考が深まる作問を行う。 

  〇ICT活用による「反転授業」等で授業改善を目指す。 

  



理科 学習スタンダード 

１．教科で育成したい資質・能力 

 ①課題設定や探究方法の創造を行うために必要な、論理的思考の基礎力 

  〇教科書を先人の取り組みとして正しく理解する力 

  〇目的、視点、仮説、手法のスモールステップを理解する力 

  〇教科書の内容や自然現象に疑問を持ち、知識や手法をつなぎ合わせて理解する力 

 ②協議に必要なコミュニケーションの基礎力 

  〇実験の「仮説」「考察」をグループで話し合う力 

〇根拠を示す力 

 

２．自然科学を扱う教科・科目として 

  〇驚きと発見を体感させる。 

〇自然現象や科学者と対話する姿勢をもち、課題発見・解決方法や論理的思考力を養う展開とする。 

〇先人の業績を推測、理解することで、自然現象の究明や理解の仕方を学ばせる。 

〇自然の理解と共存の方法を想像し、社会に貢献しようとする姿勢を養う。 

〇知識の構造化、問い立て、オープンクエスチョンの工夫により、作業(記憶)的な学習形態ではな

く、思考がアクティブな学習形態(思考の広がり・深化)として展開する。 

〇クリティカルリーディング、クリティカルシンキングを取り入れる。 

〇コミュニケーション力を養うことを意識して、グループ協議の形態を取り入れる。 

   

３．実験・観察 

〇実際に体験し、自然現象に対する科学者の課題発見・解決の方法や論理的思考を理解させる。 

〇生徒実験においても「仮説」「考察」をグループで協議させる。 

〇データの活用方法を習得させる。 

〇問題演習を通して、個々の現象を一般化することを体験させる。 

 

４．探究・課題研究活動 

〇課題発見力や解決力、論理的思考力を総合的に養うために，長期休業を利用して取り組むことを

推奨する。 

〇総合的な探究の時間と連携する。 

  〇グループでの問題演習にも取り組ませ、協働の姿勢を養う。 

〇外部の講座やコンテストを紹介し、積極的に交流する姿勢を養う。 

 

５．今後の取り組み 

  ○iPad を利用した授業展開、観察実験(予習、復習、評価を含む)を行う。 

〇取り組みに対する生徒自己評価(ルーブリックの活用)を充実させる。 

〇授業評価に基づいた目標設定、授業展開を行う。 

  〇時限目標、チェック表や評価表は、具体性(イメージしやすい＝説明不要)をもたせる。 

  〇考査については、思考が深まる作問を行う。 

     

 

  



保健体育科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

   生涯にわたり健康で豊かなライフスタイルを実現するための基礎を養う。 

 

保  健：現代社会の健康課題や自らのライフステージにおける健康・安全について、主体的に学び 

健康の保持増進に向けて意思決定・行動選択ができる資質と能力を養う。 

    

体 育：運動やスポーツを仲間と楽しく協働しながら運動技能の向上と体力の向上を図り、生涯に 

わたって合理的・計画的にスポーツライフを継続できる力を養う。 

 

２．アクティブ・ラーニングの具体的取組 

  保 健：授業を通して各ライフステージおける健康・安全について、ICTを活用した授業やペアワ 

ークやグループ学習を行いながら学習し理解を深める。また、心肺蘇生法の実習や健康講 

座などの講義を聴くことにより実生活に活かせるようにする。 

 

  体 育：１・２年次に多くの種目の基礎技能や知識を身につけ、２年次後半からの選択授業におい 

て、生徒が主体となり授業を進める。iPadでフォームや体の使い方をチェックしたり、ICT 

を活用して正しい動作の確認をしたりする事で、お互いに問題点や課題を話し合いながら 

内容を深め、生涯にわたりスポーツ活動が実践できるようにする。 

 

３．今後の取組 

  〇評価の３観点と個人ノートやグループノートを活用したルーブリック評価を行う。  

〇生徒の体力の実態に応じた実施種目の選定や、新学習指導要領に対応した授業の進め方の改善に 

   取り組む。 

  ○授業ノートのまとめや提出等は iPadを使用し Google Workspace for Education で行えるように 

する。 

 



 

    

  

 

芸術科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

 ①生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てる 

   古典的な芸術作品・表現活動を取り扱うだけでなく、多様な観点から芸術に対して主体的にかか 

わっていくことを基本としていく。特に iPadをはじめとしたＩＣＴを活用したデジタル表現に 

も取り組んでいく。 

②感性を高め、能力を伸ばす 

心の教育に関わっている教科という認識のもと、技術的な面の伸長を図るだけではなく、芸術に 

対するとらえ方や考え方を深化させ、自ら表現し、創造的な能力を高める。 

③芸術文化についての理解を深め、豊かな情操を養う 

一定の材料・技術・方法・様式などによって美を追究・表現しようとする活動など、精神の働き 

によってつくりだされた有形・無形の成果の総体に対する理解を深め、愛着をもち、それらを尊 

重する態度の育成を重視する。 

 

２．アクティブ・ラーニングの具体的取組 

  〇個人制作で習得した技術を様々な場面で活かし、教科を横断して３科が合同の発表会を行う。 

  〇協働制作として、分担を決め、音楽・美術・書道それぞれでグループを形成し、共通のテーマを

もとに作品をつくる。 

  〇対話的な学習から、自分の得意な分野や主体的に参加することで、自己肯定感を持ちながらも、

１人では完成させられないような質の高い作品を目指す。 

    

３．今後の取組 

＜３科合同発表会内容＞ 

〇音楽が音楽ソフト「ボーカロイド」で曲を作成する。 

〇美術が iPadや Macを利用して動画を作成する。 

〇書道がテーマに沿った言葉を iPad を活用したグループワークで決定し、書道パフォーマンスす

る。 

〇３科のグループが集い、美術選択者が制作した動画に、音楽選択者が作成した音楽が重なり、 

書道選択者のパフォーマンスを重ねることで、驚きと喜びと感動を共有させ、 

芸術を通じた他者との対話について考えさせ、芸術を愛好する心情を育む。 

 

  



英語科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

 ①主体的・自律的なコミュニケーションをするために様々な場面で英語に触れるなど、自立した学習 

態度・方法を身に付け、４技能のバランスの取れた力を育成する。 

②多様な人々と協働するため、英語による対話や議論などのコミュニケーション活動を通じて、他者

の意見を理解したり、自分の意見を相手に伝える力を育成する。 

③他者や社会と関われるようにするために、主体的・対話的で協働的な学びを通じて自分の考えを深

化させ、集団に貢献できる力を育成する。 

 

２．具体的取組 

   各年次団や教科全体において生徒に身に付けさせたい資質・能力について議論を深め、それを身  

  に付けさせるための授業の進め方について情報収集に努めるとともに共通理解に基づいた実践を

行う。特にまとまりのある英語を話したり書いたりする力について研究し、単元等の中で指導内容

を関連づけつつ授業改善を行う。 

 

３．今後の取組  

〇各年次英語科での定期的な打合せ等を通じて、授業の進め方について共通理解を深める。 

〇まとまりのある英語を話したり書いたりする活動を単元や題材のまとまりごとに各１回以上実 

施する。 

○GTEC の結果を基に現状を分析し、取組を改善する。 

〇Google Workspace for Education, 学習用動画コンテンツの活用をさらに推進する。  

 

 

  



家庭科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

   生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的活動を通して、様々な人々と協働し、 

持続可能な社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力 

を次の通り育成することを目指す。 

  

①コミュニケーションを通して、意見の共有や議論ができる力 

 ②生涯を見通して生活の課題を主体的に解決する力 

◇知識や概念・スキルを統合して活用・応用ができる（使いこなす・活かす） 

  ◇教科と生活を結びつけて考え、生活の中で実践し評価・改善することができる 

③社会に貢献しようとする力 

 

２．生活に係る教科として 

 「生きて働く知識・技能の修得」→「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力の育成」   

→「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性の摘養」→『持続可能な社会を担 

う社会の一員』になる 

 

３．教科の具体的取組 

○グループワークを行い、コミュニケーションを通して、意見の共有や議論をして発表させる。 

  ○社会の変化に対応できるように、ICT を活用して社会問題との関連・問題点についての題材を提

供し、主体的で論理的な考えをまとめさせる。 

  ○現実の社会問題を提起し、ICT を活用して解決に向けた探究活動を行い発表させる。 

  ○実生活に直結した生きる力（生活力）をつけさせるため、どんな場面で活かせるか考えさせる。  

○授業を通して自分にできることを考えさせ、社会に貢献しようとする姿勢を養う。 

 

４．ホームプロジェクト（課題解決学習） 

〇長期休業中に、「ホームプロジェクト」という個人で行う探究活動を通して生活改善に取り組み、

クラスでグループ内発表・班の代表者による実践発表を行い、お互いに評価する。 

〇探究活動の進め方は、生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現していく。持続可能な社会を構築する

ために、生活の課題を主体的に解決する力を養うことを目的とする。 

 

５．今後の取組 

  ○教員評価、生徒自己評価に基づいた目標設定、授業展開を行う。 

  ○ルーブリック自己評価を活用する。 

   
 

  



情報科 学習スタンダード 

 

１．教科で育成したい資質・能力 

①情報活用の実践力 

◇身近な情報からデータを収集、作成を行ない、課題や目的に適した情報手段は何かを判断し、主体的に情報活用

ができる力 

②情報社会の課題・問題解決能力 

◇情報活用の基礎や情報技術を学び、情報社会におけるコンピュータの仕組み、個人情報、ネットワーク等につい

ての理解 

③高度情報社会に参画する態度 

◇身近な日常生活、社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割の理解 

◇自らが情報を活用し、進化し続ける情報社会の創造に参画しようとする態度 

２．具体的取組（理論） 

  ◇情報社会の課題や問題について考える機会をつくり、生徒が自ら思考し、情報社会の役割、解決に向けて理解する。

中でも、コンピュータの仕組みを理解し、人と情報技術が関わっていく手立てを理解する。 

   ○近代の情報技術やこれから予想される情報社会の課題・問題の事例をもとに、類似している物事や解決策をペ

ア・グループで協議をさせる。 

   ○コンピュータの仕組みを総体的に理解した上で、演習問題等を通じて、思考力の活用を行う。 

３．具体的取組（実習） 

◇ICT機器を通してインターネットを通じて情報を得ることや、表・グラフ作成、プログラミングを活用して、情報

活用能力の着実な習得を目指す。 

○Excel 

   関数を利用した表計算とグラフの作成、オープンデータをもとに統計処理を行い、身近なものから課題発見・ 

解決することで情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する。 

○プログラミング（プログラミング言語「Python」・・・オブジェクト指向プログラミング言語学習） 

    Google Colaboratoryツールを通じてプログラミングを行い、プログラムの流れや構造を学び、課題発見・解決

を通してプログラミングを体験する。 

４．今後の取組 

◇生成 AIの活用 

 ○生成 AIによるプログラミングや課題解決を行い、人と AIの融合で情報活用の推進を目指す。また、生成 AIの

特徴や特性を理解した上で、情報モラルを学びながら活用を目指す。 

◇プログラミング 

 ○プログラミングの働きにより日常生活の便利さや豊かさがもたらされていることを理解し、プログラミング的

思考などを育む。 

 ○プログラミング的思考を通じて、プログラムだけでなく全ての物事に思考順序・手順があることを学び、普段

の日常生活の物事の考え方へと活用する力を育む。 

◇Google Workspace for Education 

 〇Google Workspace for Education を活用した学習への取組や ICT活用において知識の定着と情報機器を活用す

ることで情報化社会を自らが創造する力を育成する。 

◇Microsoft 365 

  ○Microsoft 365 を活用し、表計算ソフトやプレゼンテーションソフトウェア、文書作成ソフトウェア等を用い

て、実践的・体験的な学習活動を通して情報活用の実践力を育む。 


